
メフメト E世の「ヤルリグ」
一一パシュケントの戦いに関する一史料一一

小野浩

テュルクメン族の政権、アク・コユンル朝(白羊靭)の英主といわれるウズン=

ハサンの治世(1453-1478年)において重要な対外戦役は三つ挙げられる。一つ

はライヴァル国であるカラ・コユンル朝(黒羊朝)君主ジャハーン=シャー (1438

1467年)との戦い(1467年)で、彼の時代にカラ・コユンル朝は、既に本拠地のヴ

アン湖周辺から西北イラン、イラク、南イランまでをも版図とする強国となっ

ていた。それゆえにウズン=ハサンのジャハーン=シャーに対する勝利は、新た

に接収した広大な領土を背景として、それまでアーミド(デイヤールバクル)周辺

を中心とする東部アナトリアを本拠地としていたアク・コユンル朝に飛躍的な

領域の拡大をもたらした。ついで1469年には、中央アジ、アからアフガニスタン

東部およびイランに威を張るテムル(テイムール)朝中期の君主アブーごサイード

(1451-1469年)との対戦にも勝利を博す。この第 2の対外戦争の勝利の結果、

アク・コユンル朝のイラン支配は確立し、東のテムル朝、西の大国オスマン朝

と並ぶ大勢力へと成長したのである。

本拠地から広く東方へ発展したアク・コユンル朝は、その勢いからして当然

西方に対しても無関心でいられるはずはなかった。ヴェネツイアとの同盟関係

を望み、アナトリアへの進出を目論んでいたウズン=ハサンは、いずれ遠から

ず西方の強固オスマン朝との間に何らかの接触が不可避となることを覚悟して

いたであろう。時のオスマン朝君主は、 1453年コンスタンティノポリスを陥落

さぜたことで「勝利者J(Fatih)と呼ばれたメフメト E世(1451-1481年)であり、

彼もまた旭日の勢いに乗り、オスマン朝のさらなる強大化に努めていた。カラ

マン国(Qaramanlu，Qaraman eli)をめぐる争いに端を発した両者の対立は1473年

8月、エルズィンジャンの北ケルキト K巴lkit谷へ通ずる地点での両国君主同

士の直接対決へと至った。
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一方オスマン朝メフメト H世側からみて、カラマン国をはじめとするアナト

リア諸国の動静は、今後のオスマン朝の東方政策からしても忽せにできぬ問題

であり、その背後に構えるアク・コユンル朝ウズン=ハサンとの直接対峠には満

を持して臨んだ。あるいはメフメト E世の胸中には70年前、みずからの偉大な

曽祖父パヤズィト電撃王が、東方から疾風の如くアナトリアへ到来したテムル

によもやの敗北を喫し、オスマン朝の発展を一時頓挫せしめられたあのアンカ

ラの単品、と向じ轍は踏むまいとする堅い決意があったことであろう。

このパシュケントの戦いでケ)さしものウズン=ハサン率いるアク・コユンル

朝軍も、火器を装備した優秀な武力を誇るオスマン朝軍に完敗せざるを得なか

った;2)ウズン=ハサンにとって大国オスマン朝との戦いに敗れたという事実は、
アク・コユンル朝領土の拡大・縮小いかんといった現実的問題よりむしろ、彼

の支配領域内ひいてはイスラム世界におけるウズン=ハサン個人の有していた

権威そのものに関わる問題の方が影響面ではより深刻で、あった。事実、この戦

いののちオスマン拐のメフメト H世はアル・コユンル朝に対しさらなる追求を

することなく引返しており、多数の死者を出したもののケルキト以西の谷沿い

の地一一コユルヒサールやニクサルなどーーがオスマン朝支配下に入ったこと

を除くとアク・コユンル朝側の領土失地はあまり大きなもので、はなかったと見

られるグさらにウズン=ハサン亡きあと兄スルターン=ハリールとの内乱に勝

利して即位したスルターン=ヤァクーブ(1478-1490年)のタブリーズ宮廷では学

芸・美術などの文化活動が活況を呈し、タブリーズは東のテムル朝の都ヘラー

トに比肩するほどの存在で、あった。しかしウズン=ハサンの生涯からすれば、

やはりこの敗戦を境に彼の威信は低下したようである。このことは、パシュケ

ントの戦いに従軍し父ウズン=ハサンから左翼箪を任されたウグルル=ムハンマ

ドが、この戦いの翌年には早くも公然と叛旗を翻し、ウズンェハサンから離叛

した事実からも窺える。さらにウグルルはパシュケントで対戦した敵で、あるメ

フメト E世のもとイスタンブルに亡命し、その地でメフメトのむすめを要り、

オスマン朝領uの人間としてメフメトよりスイヴァスの地の守護を任されること

になる。結局ウグルルの父に対する敵対行動は、彼がアク・コユンルの有力ア

ミールらに殺害される1477年まで長引くことになるが、ほどなくしてウズン=

ハサンもタブリーズ近郊でその生涯を閉じた(1478年1月)~ 4) 
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さてここに翻訳して紹介する一文書は、パシュケントの戦い直後(19日後)の

1473年8月30日、オスマン朝のメフメト E世の命によりカラヒサールにて書か

れた一通の「ヤルリグJ yarli立である。この文書はパシュケントの戦いにお

けるオスマン朝軍のみならずアク・コユンル朝側の軍隊編成・人員構成につい

ても極めて具体的かつ貴重な情報を載せている。パシュケントの戦いに関する

知見を提供する史料はいくつかあるが、本文書はそれらの中で同時代性・情報

の具体性等から見ても群を抜いて重要なものであることはまちがし、ない。また、

オスマン朝文書史料はアラピヤ文字を用いて書かれるのが通常であるが、本文

書は上段にウイグル文字、下段にそれよりやや小さくアラピヤ文字が記されて

おり(図版 1， 2参照)、オスマン朝の公文書としては極めて珍しいものと言えるO

パシュケントの戦いを知る上での歴史的材料としてのみならず、言語学的、古

文書学的な観点からしても多岐に亘る重要な問題を提起する文書であることは

言うまでもなし、。

このように多大な価値を有する本文書をトプカプサライ文書館Topkapl

Sarayl Ar~ivi より見出して、写真版および詳細な研究とともに学会に紹介し

たのは偉大なテュルク学者RasitRahmeti Aratであり、その論文は Tiirkiyat

lvleClllltaSI誌上(CildVI， 1936-39)に"FatihSultan Mehmed'in YarlIgl"と題して発

表された。さらに翌1940年には、この文書史料の重要性と特異性に鑑みてのゆ

えか、そのフランス語版“Unyarl凶li比kd白eMel出hme吋dIT， le Con叫1叫qu凶1必er悶an凶1此t"がAI仰l/Ialideω fたωel l 
R. Ist山iμ的I白11仰t

全長7メ}ト jルレ余りに達する長大なこの文書 (Aratによれば1日5枚の紙片を逮貼

したもので7礼10.5cm叫)について筆者は残1含念含念:ながら親しく原物に接しておらず、本

稿は Aratの発表した写真版のみに基づくため、文書の形態や紙質等のデータ

については Arat論文に譲らざるを得ない。また Aratが、金の使用を指摘する

いくつかの箇所もしくは文字についても、モノトーン写真であるため具体的に

どうなっているものか判別がつかず、のちに記すごとく本稿ではそれらをひと

まず金字と解し、翻字transliterationにおいて太字で示すという暫定措置をと

らざるを得なかったこともことわっておかねばならない (6)ただ文書番号に関

しては、 Aratの論文発表時点では、整理中で、あったためか単にトプカプサラ

イの所蔵文書であることしか知られなかったが、その後 TopkaplSarayl 
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メフメト E世の「ヤルリグ」

Aηivi， 11980-Aと登録されていることを付記しておく(7)以下にそのテクスト

と日本語訳を示す。

φウイグル文字テクストについては、その翻字transliterationを、以下の大文

字アルファベットを用いて示した:

s， W， Z， X， Y， K， D， M， N， S， P， C， R， T， L 

また、 N字の上に 1つ点の付されたものを N

X字の上に2つ点の付されたものを X

S字の下に2つ点の付されたもの(おそらく同を表わすため)をSとした。

さらに lamed 起源の D 字について、この文書では特異な字体~(語末)

ーム(語中)~l(語頭)カ恥れる。これはムの異体字よ考えられ
るが、一方で、この~の cursiv巴形 i もまたこの文書中に見え、起源

的には両者は同じ文字であるが、ここではLをD，、 ムを D2とした。
なお語中の， (ないし N)はその有無の判断が微妙なケースがあり、その際

は(， )のように括弧を用いた。また'の上に点が付されていると見られる

場合には、'としておいた。

Aratによればいくつかの語は金を用いて記されているという O この点に

ついては写真版からは判断がつかず、原物を実見していないため、 Aratが

指摘した語をウイグル文字テクストのみ太字で示した。ただし Aratの言う

(76)行自にbizの語はなく、 3行あとの (79)行目にbizがあるので(76)は

(79)の誤植と思われるが、この箇所については確実で、はない。

φウイグル文字テクストの下方に小さく書かれたアラビア文字テクストについ

ては、その表音転写transcr匂tionを、以下の小文字アルファベットを用い

て示した:

b/p， t， !， j/己，与 t，d， Q， r， z， s， s， ::;， z， !'写，‘，立， f， q， 
k/g， 1， m， n， v， y， '(ハムザ)

a， 1， 0， U， 

a， e， 1， 0， U 
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アラビヤ文字で nuqtaを欠いた表記については、適宜それを補って解釈せ

ざるを得なかった。(例)C'→ゲ say~ → say!l

またこの文書で、は、 p，己， gは独自の文字を持たず、それぞれb，j， kを

以て表記されており、この場合もそのいずれかについては適宜判断した。

(例)ja立atay→己時atay，arzinkan→ arzingan. なお品と Eについては、

「ベグJを例にとれば、 bk→ bag，byk→ begのようにした。

φハイフンはひとつづきの単語をあることを示すため便宜的に挿入したもの。

ウイグル文字もしくはアラピヤ文字いずれかに互いに対応する表記が欠けて

いる場合はーo とした。

φ台頭・改行・空白等には留意したが、言うまでもなくウイグル文字・アラピ

ヤ文字ともに右から左へ記されているので、以下のローマ字による翻字・転

写テクストとは左右反対の位置関係になる。

[本文]

(001) 

(002) 

(003) 

(004) 

(005) 

217 

'WW(')L XN闇 y

huwa'l -gani 

……( 1行分空き)・…・・

" LL-' Dl' L-' 'YN' YDl-Y TYN 

allah ta‘副長 ‘inayatl dlll 

----: SWLD'<')N MXMDl 文'N SWZ-sM[sic] 

l_________j sulta [n] m出amma

一一一:RWM βYL(')YDI-Y 

rum vilayatl 

:NYNK S'YYDl 

mng sayyid 
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メフメト E世の「ヤルリグ」

(006) S'Dl'D， X'Z-Y MWPD2-Y S'YX 

sad品t qazl mufti sayt 

(007) T'NYSMN L(')R-Y X' sYL'Y'T sYL'Y'T 

danismand lan ga vilayat vilayat 

(008) L'R NYNK D，(匂w士一' L'R-Y X' 
lar 日lllg daruga lan ga 

(009) CWX T'S 'WLD，WR羽TS LWX TWRK 
己oh tas olturus luq turk 

(010) X'LYYX "R'P P'LWC X'L'C 

tala)叫 ‘arab baliie balaJ 

(Oll) X'R-LWX KWRT LWR '(')L L'R-Y 

qarlug kurd lur al i品ri

(012) NYNK TWSM'L K'D， XWD，" 
mng tiis(i)mal kad buday 

(013) L'R-Y X' K"RW'N P'SYRK'N L'R X' 

lan ga karvan bazlrgan lar ga 

(014) K'ND， K'NT NYNK 'WLWX L'R-Y X' 
k品nt kant mng ulu立 lan ga 

(015) SWCY K'M'CY L'R K' 'WSWN 

SUCl kemaei lar ga uzun 

(016) ，(，)S'肉 B'K TWX(')D， S'XR-Y NY 
hasan beg toqat sahr -0- m 
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(017) y'XX'N 'WCWN C'RYK T'R-D，YB 
yaqqan ucun cang tarttp 

(018) ，(，)肉 y 'YSD，'YW 'WXR'S M'X-' K'LYB 
alll istayu ugras- maga kalip 

(019) 'RD2WK X'C'N KYM "R-SYNK'K'N 

品rduk qacan kim ar-zlllgan 

(020) グYL"D，-Y X' KYR-TWK YZ-" 

vilayatt ga kir-duk Isa 

(021) KWZ TWDz'R "RD2WK KYM 'RSYNKK'N 

koz tutar arduk kim arzinganda 

(022) T' PYSK' X'RSW K'LK'Y T'P 

bizga qarsu kalgay dep 

(023) 'WZ-Y K'LM(')T-Y TYW'N P'K M'XM'T B'K 
O 

OZI kalmadi divan beg mahmat beg 

(024) CMSYT P'K PSLYX-Y PYS MYNK KYS…Y 

jamsid bag baslig -0  bas mlllg kisi 

(025) "R-SYNKK'N T' PYSK' X'R'WWL 

ar-zlllgan da bizga qara'ul 

(026) YYP'RYP D，WR PYZ T'X-Y "N-Y PYLYP 
yibarip dur biz da立1 alll bilip 

(027) TWR-' X'N P'K 'WXL-Y 'WM(')R P'K 

tora han beg o立h ‘umar beg 
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(028) B'SL YX PYS 

bashg bis 

(029) YYP'RD，WK 
yib品r-dイik

(030) PYS MYNK 

bis bing 

(031) X

叫

c
v町

・m
m
m

円、U

メフメト E世の「ヤルリグ」

MYNK C' C'XLYX KYS-Y 

bing ca caghq kisi 

'WM'R P'K P'RYP 'WL 

umar beg banp 01 

KYSYN-Y S'W'SYP P'SYP 

kisini savaslp bas [叫

L'R-Y NY "L YP "LL YK C' 

lan III ca ahp allig 

(032) KYSYSYN-Y TWD，WP K'LT-Y L'R 前Dz'(')肉
kisi-sini dutup kaldi lar andan 

song 

SWNK 'WZ-YK' K' 'WXR'S'L-Y 

ga 

"R-SYNKK'N KWD2' L-Y NY "SD2WX 'YZ-' 

ar- zlllgan kotali III asduq lsa 

RMPYXWL "W'L "YY NYNK TWXWZ-Y T' 

(rabi‘叫avvaJ) ayl lllng tOqUZl da 

C'R S'MB-Y KWN 'WSWN '(')S(')N P'K 

cah員1・ sanba kun uzun hasan beg 

(033) 

(034) 

(035) 

(036) 

(037) 

OZl u立rasah

T'P 

dep 

PYSK' X'RSW K'LT-Y PYZ T'X-Y 

bizga qarsu kaldi biz da立l

，(，)肉 y TYZ XYLYP "WYWN P'RM'K 

alll tiz qlhp oyun bermak 
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(039) 'WCWN 'XYN-CY X'LYYX T'N PYR N'C' 

ucun aqm-cl l}alaYlq dan bir neca 

(040) KYSYN-Y X(')R-'-WWL YWSWN-Y T'K 

kisini qara'ul yosun dak 

(041) 'YLK'RW YYP'R-D，WK 'WL "XYN-CY 

il-g品ru yibarduk 01 aqm-cl 

(042) "YL "NYNK XR-'-SYN KWRWP X'CYP 

el amng qara-sm korup qaclp 

(043) PYSK' K'LTY PYR N'C' KYS-Y 'WL KWN-Y 

bizga kaldi bir neca kisi 01 kuni 

(044) PYZ TYN 'LT-Y L'R 'ND，'N SWNK 

biz dan aldl lar .andan song 

(045) PYZ KWC羽rp P'Y-PWRD， S'R-Y YWRWD2WK 
biz ko己up bay-burd san yuruduk 

(046) 'NYNK XYY'L-Y T' K'CMYS KYM TWNT-Y 

anmg l}ayah da kecmis kim dondi 

(047) R羽TM X' P'RWR T'P "L'Y L'R Y(')S(')p 

rum ga barur dep alay lar yasap 

(048) 'WLWX XWL T' 'WZ 'WNKY T' M'NK'L'Y 

ulu立 立01 da oz ongl da manglay 

(049) 日'YWND2WR T'WCY P'K S'NC'X-Y N'X'R-' 

bayundur tava己I beg sanJagl nagara 
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メフメト H世の「ヤルリグ」

(050) SY PYL-' 'LY MYRZ-' S'NC'X-Y N'XR-' 

Sl bila ‘ali mlrza San)agl nagara 

(051) SY PYL' S-' 'LY PWRN'K P'K 

Sl bila sah ‘ali purn員k beg 

(052) S'NC'X-Y N'.x(')R-' SY PYL' 'YPRYYM S-' 
San)agl nagara Sl bila ibr員him sah 

(053) P'K S'NC'X-Y N'XR-' SY BYL' K'WWR 

beg San)agl nagara Sl bil品 kyr[sic] 

(054) 'YSX'X S'NC'X-Y N'.x(')R-' SY PYL' 'WZ 
is匝q San)agl nagara Sl bila oz 

(055) X'Z-' S'NC'X L'R-Y TWPYND， N'KYM 
hassa sanjagl [sic]lan tubinda nekim 

(056) "X XWYWN NYNK S'W'S X' y'R'R 

aq qoyun mng savas qa yarar 

(057) YYKYT L'R NY YWXN'X XYLYP 

yigit lar m ylgnaq qlhp 

(058) B'R'NK-X'R "L'YY T' PYR 'WXL-Y 

baranggar alaYl da bir ogil 

(059) SYN'L MYRZ-' S'NC'X-Y T'PL X'N-' 

zaynal mlrza San)agl tabl [sic] hana 

(060) SY PYL' X'R-'-M'N-LW PYR 'XMT 

Sl bila qara-man-lu plr ahmad 
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(061) S'NC'X-Y N'XR一'-SY PYL' M'XM(')T P'K 

sanJag1 nagara-s1 bila mahmat beg 

(062) S'NC'X-Y N'XR-'-SY PYL' SWL'YM'N P'K 

sanJag1 nagara-s1 bila sulayman b巴g

(063) S'NC'X-Y N'X'R-'-SY PYL' SYX 'LY 

sanJag1 nagara-s1 bila say1! ‘ali 

(064) MWXWR D1R S'NC'X-Y N'XR-'-SY PYL' 

muhr-dar sanJag1 nagara・S1 bila 

(065) β'L-Y P'KY "LY p'S-' S'NC'X-Y N'XR-' 

val1 b巴g-0 ‘al1 pasah sanJag1 nagara 

(066) SY PYL' CWNKX'R "L(')YY T' PYR 

S1 bila Junggar alaY1 da bir 

(067) 'WXL-Y'WXWR-LW M'NM'T P'K S'NC'X -Y TPL 

o立1I u立urlu muhammad beg sanJag1 tabul 

(068) X'N-'-SY PYL' S'XYP XYR'N T'MWR PK 

hana-s1 bila sahib q1ran temur beg 

(069) 'WXL'N-L'R-Y T'N MXMT-Y P'XYR MYRZ-' 

o立lan・lan dan muhammad-o- baqir m1rza 

(070) SYN'L MYRZ-' MWS'P(')R MYRZ-' 

zaynal m1rza muzaffar m1rza 

(071) TW文一Y N'XR-' L'R-Y PYL' "S'N "X-' YY 

tug -0- na立言ra lan bila ちasan a立a-y1
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MYL-' "CY P'K S'NC'X N'XR-'-SY 

mlla ~ãjjï beg sanJaq nagara-sl 

PYL' TWLXD2R P'K L'R-Y T'N 'RWSD2M 

bila c)ii'l-立adar beg lari dan rustam 

P'K SLM'N P'K S-' MXM(')T P'K 

beg salman beg sah muhammad beg 

(072) 

(073) 

(075) 

cang 

PYL-' 

bil品lar 

KWP 

kop 

C'RYK P'SLYX 

basl!立

L'R 

(078) 

R'PY'WL "W'L "YY NYNK 'WN "LT-Y-SY T' 

rabi‘ ul-avval ayl mng on altJ-sl da 

C(')X'R S'MP-Y KWN S'W'S TYLP 

己ahar samba kun savas dilap 

p'S- K'ND2 TYK'N y'R T' PYSK' 

bas- kant dikan yer da bizga 

X'RSW K'LDIY 'YZ-' PYZ T'X-Y 

qar-su kaldi lsa biz dagi 

"LL-' Dl'X'L NYNK 'YN(')Y'D，Y X' 

allah ta‘ala mng ‘inayatJ ga 

(076) 

(077) 

(079) 

(080) 

(081) P
 
Y
 
N

ゅ

Y

旧

X

E

 

Y
N
M
 

Q
U
 

"R'N 

aranlar 

(082) :L'R ~ YMMT-Y PYL' 

himmat -0- bila 
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(083) 'WLWX XWL T' M'NK'L (')y Dl'WWDl P'K 

ulug 立01 da manglay da'ud beg 

"N一'-D1WL-Y X'LX-Y PYL' M'XMWDl 
O 

(084) 

ana-doh !Jalq -0  bila mahmiid 

(085) p'S-' P'K P'SLYX L'R NY X'RSW 

pasah b巴g bash立 lar m qarsu 

(086) YYP'RD2WK 'WZ聞Y圃MYZ T'X-Y TWL'D，W 
yibar-diik oZl-mlZ dagl davlat u 

(087) S'X'D1T PYL-' y'NKKY C'RYK "D，'M-Y 

回S(')XD，'T囚sa'adat bil品 yangl cang adamllll 

(088) NY 'WNKY-MYZ S'LYP YWRWD1WK 

ongl-mlzga sahp y凸r註diik

(089) P'R'NK X'R 'L'YYN-Y 'WXLWM 

barang立ar[sic] gar alaYllll oglum 

(090) P'YSYDl SWLD，N X' P'SL'D2YP 

bayazid sultan ga baslatJp 

(091) MYNKX'L 'WXL-Y 'LY P'K MXMT p'S-' 

mihal ogh 'ali beg muhammad pasah 

(092) MNSWR P'K NY XWSWP 'WXWR-LW羽「

mansur beg m qosup u立ur-Iu

(093) MXMT(?) P'K K' X'RSW YYP'RD2WK 

muhammad beg ka qarsu yibarduk 
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(094) CWNKX'R 

Junggar 

(095) SWLD2'N 

sultan 

メフメト E世の「ヤルリグ」

"L'YYN-Y 'WXLWM 

o立lum

MWSD2'P' 

mustaf孟

P'K 

beg 

bashg-lar 

P'LYX [s;c] L'R NY X […] SWP 'S'N P'K NYNK (096) 

(097) 

alaYllll 

X
 
P'SL'D2YP 'YSK'ND2'R 

III qosup 与asan beg ning 

ogh zaynal mlrza 

ga baslatIp iskandar 

kicik 

KYCYK 'WXL-Y SYN'L MYRZ一 PYR "XMDl 

pir ahmad 

(098) 

qara-man-lu 

XR-'-M'N-LWW P'LYX[s;c] L'R 

bashg-lar 

X' X'RSW 

ga qarsu 

yib品rduk

(099) YYP'RD2WK 'WRWX T' 'LW'N P'K 'WX(')L-Y 

o立huru立 da alvan beg 

(100) SY肉'N P'K "LYY-' P'K 'WXL-Y XWSRW 

sinan b巴g 'aliya 

)
 

噌

EムハU
噌

E
i(
 

beg o立h

P'K "MYDl "L-Y NYNK P'KY 

beg hamid ali ning begi 

husru 

M'SYX 
h 

masih 

beg yan-ya 

(102) P'K y'N-Y-' S'NC'X-Y P'KY SY肉'N P'K 

beg sanJagl begi slllan 

bashg-lar III 

P'SL YX L'R NY XWYD，WX  PW "R-' T' (103) 

(104) "S'N P'K 

~asan beg 

qoydu主 bu arada 

yaqlll k品ldi

y'XYN K'LT-Y 'YZ-' PYSYN(')K 

bizing 

(131 ) 

lsa 
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(105) M'NK'L(')Y P'K L'R-Y Dl'WWDl P'K 

manglay beg-lari da'ud beg 

"N-'-D1WL-Y X'LX-Y M'XMWDl PS-' 

ana-dolt balq-o mahmud pasah beg 

P'SLYX L'R YWRWP "NYNK M'NK'L(')Y 

bash立lar yurup anmg manglay 

P'K L'R-Y K' T'KT-Y L'R 'YKY 

bag-lari ga tagdi-lar 

'WC X'D2L-' 'S'N P'K NYNK M'肉I('L(')y 

uc qatla hasan bag mng manglay 

P'K-L'R-Y PWL'R-Y P'R-Y SWRD1Y 

bag-lari bulan beri surdi 

PWL'R D1X-Y "NYNK M'NKL(')Y P'KL'R-Y 

bular da立I anmg manglay beg-lari 

NY N'R-Y SWRWP S'NC'X-Y X' YYT-

m nan surup Sanjagl ga yit-

(106) 

(107) 

(108) 

(109) 

(110) 

(111) 

(112) 

(113) KWRT-Y L'R PW "R-' T' PYZ 

kurdi-lar u
 

b
 

ara da biz 

(114) "LL-' D1XL-' NYNK 'YN'Y'T-Y T' 

allah ta‘員la mng ‘inayatJ da 

(115) 一一:'YR'N L'R 

長ran-l品r

'YMMD1Y PYL' 
O 

himmatJ bila 
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(1l6) :-------------------------------:T'R-' 
T'N y'S'p 

-----------------一一一一 一一_:dara dan yasap 

(1l7) CYXDIWX "S'N P'K PYSYNK 'WLWX 

clqduq hasan bag bizing ulug 

(1l8) XWL 'L'YYN-Y KW  [R] K'C TWRWS B'R -M'YYN 

立01 alayml korgac turus b品r ーmaym

(1l9) S'LYP X(')CT-Y 'WZ BWYY つ['X-Y P'K 

saltp qactl OZ bOyl da立l bag 

(120) L'R-Y T'N 'YSP'NT-Y PRW'N一'-0一 X'Z-Y 

lari dan ispandーOー parvana-Cl qazl 

(121) 'WXL-Y 'LY P'K X'Z-Y M'XMWT-Y SWRYX-Y 

o立h ‘al1 beg qazl mahmiidi surayI:1I 

(122) PYR X'R-' P'K T'R-' 'WXL-Y 'WMMT 

plr qara bag dara ogh ummat 

(123) P'K XYSYL 'XMT TYR'K SYN 

bag qlZl1 ahmad tirak slllan 

(124) 'WXL-Y '(')LM P'K "MYR P'K X'RD2S-Y 

o立h ‘alam bag amu・ bag qardas-l 

(125) NWR 'LY P'K K'M(')X P'KY SWW'R 

nur ‘al1 bag kamah begi suvar 

(126) P'K T'X-Y "S'N P'K NYNK XWR 

beg da立1 hasan b巴g mng qur/qor 
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(127) 

(128) 

(129) 

(130) 

(131) 

(132) 

(133) 

"D2M…Y SYR-'-CY L(')R-Y TWSM'L 

adaml sira回C-ci-lari tusmal 

L'R-Y T'N X'Z-' 

lari dan hassa 

L'R-Y YYKYT L(')R-Y 

lari yigit-lari 

KYS-Y TWD2T-Y-L'R 

kisi dutdl-lar 

X'N-' L'R-Y PWR-XWC-Y 

hana-lan bor-立UCl

L'R-Y NY P'R-Y NY 

lari m ban m 

"X XWYWN 

aq qoyun 

T'N MYNK C' 

dan bing ca 

S'NC'X -L'R-Y 

sanJaq-lan 

P'K 

b巴g

CXLYX 

己目立hq

T'BL 

tabl 

SWR-N'YCY N'PYR-oー

sur-naycl nafir-己i

'LT-Y L'R PYSYNK 

aldl-lar bizing 

P'R'NKX'R T' P'Y'SYT SWLD1N MYNKX'L 

barang立ar da bayazid sultan mihal 

(134) 'WXL-Y 'LY P'K 一一一一o一一一 NY P'SYP "NYNK 

(135) 

o立h ‘ali bag u立urlumuhammad m baslp anmg 

"L-'-YY D1X-Y 

alaYl da立1

P'K 

bag 

L'R T' T'MWR 

lar da temur 

(136) P'K 'WXL'N LR-Y MXMT -Y P'XYR MYRZ一'

bag oglan-lan mu年ammad-o- baqir mirza 

(137) SYN'L MYRZ-' MWS'PR MYRZ-' NY 

zaynal mlrza muzaffar mlrza m 

205 (134 ) 



(138) 

(139) 

(140) 

(14l) 

(142) 

(143) 

(144) 

(145) 

(146) 

(147) 

(148) 

メフメト E世の「ヤルリグ」

S'NCX L'R-Y TPL X'N一'L'R-Y PYL' TWD，WP 
sanjaq-Ian tabl hiina-Ian bila dutup 

K'LT-Y-LR S(')N "X-' YY MYL-' 

kaldi-Ial hasan agayl mi1a 

'CY P'K NYNK D，X-Y S'NC'X-Y NXR-' 
hiijji beg ning tUgl 一一o一一nagara

L'R-Y NY "LYP K'LT-Y-LR TWLX'D，R 
lan III altp kaldi-Iar 引'1-立adar

P'K LR-Y T'N S-' MX'M'Dl P'K 

beg宇lari dan siih muhammad b巴g

P'SLYX L'R CXD，'Y P'!( L'R-Y T'N 

basli立lar 己a立atay beg-Iari dan 

YWSWP XWC' P'K 'WXL-Y p'P' 'CY 

yusuf i}viija beg oglt baba hiij]i 

P'K 

b品g

CW(，)肉KX'R T' 'WXL WM  MWSD，'P' 
Junggar da oglum mustafii 

SWLD，N 'YSK'ND1R P'K PYLlSLYX(?) L'R PYL' 
sultiin iskandar bag basltg-Iar bila 

YWRWP "S'N P'K NYNK KYCYK 'WXL-Y 

yurup hasan beg lllng ki己ik o立lt

SYN'L MYRZ-' NY P'SYP P'SYN-Y IぐSYP

zaynal mlrza III baslp basllll kasip 

(13ぅ) 204 



(149) XR-'-M'N-LW PYR "XMT T'N YWZ KYSY 

qara-man-lu plr ahmad dan yuz kisi 

TWD2WP 'WLWX P'K LR T'N 'LP'WWT 

tutup ulu立 bag-lar dan alfa'ut 

(150) 

(151) PYR MXM'T P'K C'KYR-LWW 'WM'R P'K 

plr muhammad bag 砧kir-lu 'umar bag 

P'SLYX KWP KYSYN-Y D，WD，WP K'LT-Y-LR 
bashg kop kisini tutup kaldi-lar 

'WL KWN-Y 'XS'M X' DIKYNC Y'Z-Y T' 'WLKN 

01 kuni ahsam 立a degin己 yazl da 。19an

TYN p'S(')X-' TWRT MYNK p'S K'SYB 

din basqa tort bing bas k品sip

(152) 

(153) 

(154) 

(155) K'LT-Y-L'R 'WC MYNK y'T-Y YWZ KY0Y 

k品ldi-lar uc bing y品di yuz kisi 

(156) TYR-Y DIWDIWP K'LT-Y-L'R PYZ T'X-Y 

-
I
 
I
 

・1・d n
y
 
u
 

ふ
E
UU
 

ふ
署
L kaldi-l品1・ biz da立i

(158) 

X'LYN "D，M NY DIX(X)Y主 XYLDIWX N'KYM 
qallll adam m talfqiq qil【luq nekim 

'X XWYWN X'LX-Y TYN 士R一'-M'N X(')LX-Y 

aq qoyun halq -0- dan[sic] qara-man halq -0-

TYN TWSKN "D，M NY XYRXWN "YL'P 
dan [sic] t邑skan adam m qlrgun 品ylap

(157) 

(159) 
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(160) 

(161) 

(162) 

(163) 

(164) 

(165) 

メフメト E世の「ヤルリグ、」

y'S'X X' T'KWRD2WK X'R-' XWYWN 

yasaq qa tagurduk qara qoyun 

LWX C'XD，Y X'LX-Y X' SPX'Dl XYLYP 
lug cagatay I}alq -0- ga safaqat qlhp 

'WLD2WRM'D2WK TWD8X XYLYP "LYP K'L-' 

olturmaduk tutsaq qlhp ahp kala 

TWR PYZ Y'Z-Y T' 

dur biz yazl da 

X'LP' KWP 'D2M-Y 

立alaba kop adaml 

P'Y-PWRT 'YSR-Y X' 

bay姐burd わi号an ga 

'WLKN 'YS'PY PYL-' 

。19an hisab-l bila 
'WL T-Y "ND2N SWNK 

るldi andan song 

YWRWD2WK 

yuruduk 
‘ム令子守~やや一一一一一一一一一一一一一一一』

(166) 'LL-' TX'L-' 'YN'Y'T-Y PYL' 巾Y T'X-Y "LD1W文

allah ta‘ala 'inayatl bil品 am dagl aldu立

(167) T'M'M K'NT K'NT L'R-Y NY 'YS'R-Y NY 

tamam kant kant-lari m hisan m 

(168) y'ND2WR-TWX PWSD1WX s'L-Y MWSWLM'N LR 

yandur-duq buz-duq vali musulman-lar 

(169) NYNK XD2WN 'WXWL 'WS'X -Y X' "S'R T'KWR 

mng hatun ogul usagl ga azar tagur-

(170) M'D2WK 肉D川 SW肉K R'PYXWL "W(')W'L 

maduk andan song rabi' 'ul-avval 
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(171) "YY NYNK -0- TWXWZ-Y T' C'R $'MP-Y 

ayl nlng yigirmi doquzlda 己ahar sanba 

(172) _"')~" KWN KWCWP 文R-' 'YSR 'WST-Y K' 
rNKR-Y 

kun ko己up qara hisar usti g品
tngri 
〈

(173) ぐLD2WK i---'---------i 'YNYD-Y PYL' "MYN KYM 
*。

k品lduk 一一一一一i‘inayatt bila hamln kim 

(174) TWP L'R NY XWRWP X'LX-' NYNK 

top-lar nl qurup qal'a nlng 

TYW'L[sIc] S'PYL LR-Y NY YYX-' P'SL'X'C 

dlval[sIc] s員五l-lari nl ylqa basla主ac

'YCYNDz'KY L'L-' SYX-Y T'R-' P'K 

icindaki lala saYDI dara bag 

(175) 

(176) 

(177) 'M'N TYL (')y CYXYP M'XMWT-Y P'S-' 

aman tilay Clqlp mahmudI pas員h

(178) v

h

σ

b

 

γ

一

ρし

P
A
電

D
)
 

q
f

・
(
 
q
b
 

K' YLlRP'RYP TWP-L'R MXMWT 

ga yalbanp dur-lar mahmud 

(179) p'S-' P'K 'WLR NY 

pasah beg 。lar 日l

"LYP S'P'XT 
‘(ArJ 

ahp safa‘at 

PYZ y'SWX 

biz yazuq 

'YS'R NYNK 

hisar nmg 

(180) (，) TYL"Jy 

tilay 

K'LT-Y-LR 'YZ-' 

kaldi-lar lsa 

(181) LR-Y NY P'XYSL'D1WX 孟R一'

lan nl ba立lsladuq qara 

201 (138 ) 



(182) 

メフメト E世の「ヤルリグJ

XD，YM-Y R'XY'T 'L-Y NY 'YSR T'N CWXRM'YYN 
qadlmi ra‘iyat al -0- III hisar dan c1qarmaym 

MYNK KYS-Y DIX-Y 'WZ 'D，M-Y-MYZ 
bing kisi da!p oz adam1-m1z 

TN KWP SXYR-' PYL' XR-' 'YSR T' 

dan kop zal]ira [sic] bila qara hisar da 

(183) 

(184) 

(185) XWYDIWX 'WSK' 'YSP'X-Y X'LX-Y NY 

qoyduq ozga ispah1 与alq-1 日l

(186)叶 KWCWRWP 'LYP K'L-' TWR PYZ 
NKR-Y 

kocurup ahp k品l品 dur biz 
tngri 

(187) 'MT-Y :_J________: 'YN'Y'T-Y PYL' XYSL (，) Y 'YSD，MBWL 

* emdi :一一一J‘inayatJ bila q1s-1ay istambul 

(188) X' K'L-' TWR PYZ 'ND，X-Y y'SWCY L'R 
立a kala dur biz anda立l yazuc!-lar 

(189) "M'LD2R LR 

'amaldar-lar 

K'M'CY TXWYL-T'R L'R "R 

tahvil-dar har kemaCi 

(190) KYS-Y 'WZ 'YS LR-Y 'WST-Y -0- S'D，[P?]YT PWLWP 
kisi oz isi [sic] lari ustid品 n

y
 
u
 

l
 
o
 

'
b
 

)
 

勺

r
・
(
 
ユ札b
 
一a
.
q
h
 

(192) 

TYW'N 'YS-Y NY 'WS"L XYLM'Z-WN-L'R 

divan ISI III osal qilmasun-lar 

p'Z-' sYL(')YT sYL'Y'T LR NYNK X'Z-Y 

basa vil員yat vilayat-lar lllng qaz1 
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(193) LR-Y K'NT K'NT NYNK 'WL WX  LR-Y MSCYT 

lan kant kant ll1ng uluιlan mas]id 

(194) LR-Y NY 'P'Dz'N TWDzWP PYS s'XT N'M'Z-o 

lari 111 aba-dan [sic] dutup b巴き vaqt namaz 111 

(195) CMXDl PYL' XYLYP SRYXT 'YS-Y NY 

jama‘at bila qlltp sari‘at lSl 111 

[T]NKR開 Y
NY C(')y (196) t 'MR-Y PR K'LD1WR-SWN-L'R 

ngn 
amn 111 bar Jay kaltur-sun-lar 

(197) TB MWXWR -0- y'RLYX YYB'RYL T-Y TYRYX 

dep muhr-lug yarh立 yibarildi tiri与[sic]

(198) S'KYZ YWZ YYD1MYS S'KYZ T' YYL(')N 

sakiz yuz yetmis sakiz da y!lan 

(199) YYL R'PYXWL 'XYR "YY NYNK 

y!l rabi‘ 'ul-ahir・ ayl ll1ng 

(200) PYS-Y T' X'R-' 'YSR T' 

besi da qara hisar da 

(201) 'YRWR TDl [sic] PYDlyl，D1Y 

巴rur da bitildi 

[テクスト注記] 回…ウイグル文字テクスト 囚…アラピヤ文字テクスト

(019) 囚 ardukの前半は文書の継ぎ目にあたり見えない。

(023) M'XM'T: Xの下にマルを付けることで [h]を表わしたものか。
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(035) 文書の継ぎ目にあたり囚の( )内は見えない。

(082) ~ YMMT-Y : 'の下のマル(テン?)は [hJを表わしたものか。 (115)も

同様。

(084) き'LX-Y:Xの下方にマlレ(テン?)を付してアラピヤ文字hに対応させ
たものか。

(087) S'X'D1T: Xは‘(アイン)を表わしたものか。

(091) 回でminqalと読んだ語に対応する由は mibalと読める。 (133)も同様。

(101) M'SYXのX字の下にアラピヤ文字hが添えられている O

(106) begの語囚にのみあり O

(119) Aratのtranscriptionでは 'WZ(oz)の語が抜けている。

(124) 回 qardas-lの -1はカスラ符号によるものO

(127) 下段の Cはウイグル文字。

(146) 回PYLlSLYXのLlSは前後関係わからず。しかし明らかに囚 bashq

にあたる P'SLYXの混乱表記である O

(163) 包 hisab-lのー1はカスラ符号によるもの。

(179) S'P'XTのXの下にアラピヤ文字で‘(アイン)が添えられているように

見える。

(184) 囚 zabira< gabira。
(185) 囚恒lq-lのけ土カスラ符号によるもの。

(190) S'D2 (P ? ) YT、話bit( ? )、訳注記(190)参照。

(197) 囚 muhr-lugのーluまは田にない。

旧本語訳]

(訳文中の[ 1は達意のために補ったもの)

(001) 彼の御方は富裕なり

(002) 至高なるアッラーの思寵によりて

(003) スルターンコムハンマド=ハンなるわがことば(sるzum)
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(004) 

(005) 

(006) 

(007) 

(008) 

(009) 

(010) 

(011) 

(012) 

(013) 

(014) 

(015) 

(016) 

(017) 

(018) 

(019) 

(020) 

(021) 

(022) 

(023) 

(024) 

(025) 

(026) 

(027) 

(028) 

(029) 

(030) 

(031) 

(032) 

197 

!ルーム地方(Rumvilayatl) 

!のサイイド

サイイドたち(sadat)、カーデイ一、ムフティー、シャイフ

ダーニシュマンドたちへ。地方地方(vilayatvilayat) 

ごとのダルガたちへ。

はるか彼方に居するテュルク

諸族、アラブ、パルーチ、ハラジ

カルルク、クルド、ロルの争協二(品llar)

の監察官(tus(i) mal)、首長(kad-buda)

たちへ、隊商・市場商人たち(karvanbazlrganlar)へ。

踊?(MIltKant)の有力者たち(ulu吉川へ。
水夫(suCi)船員 (kem泌i)たちへ。ウズン=

ハサンコベグ>Uzun Hasan Begがトカト T叫 atの蔀告(sahr)を

焼き払ったがゆえに、われらは軍を率いて彼を求め、

共に戦わんがためにやって来

たのである。われらがエルズインジャン Arzingan

地方に入ったその時には、

われらはこう脱んでいた;[ウズン=ハサンは]エルズィンジャンで

われらに正面から向かつて来るであろう、と。[ところが]

彼みずからは来ずに、ディーワーンのベグであるマフマート=ベグ

Mahmat Begと

ジャムシードヱベグIamsidBeg率いる五千人を

エルズインジヤンに居るわれらに対し偵察隊(qara'ul)として

送ってよこしたので、ある。われらもまたそのことを察知するや

トレ=ハン=ベグ Tor品tIanBegの息子ウマル=ベグ‘UmarBeg 

率いるおよそ五千人程の者を

派遣した。ウマル=ベグは進発し、[敵方の]

五千人と戦闘を交え、[彼らを]粉砕して

その軍旗(sanjaq)を奪い取り、およそ五十

人を捕えて帰還した。その
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(033) のち、彼自身[ウズン=ハサン]と戦いを交えようとて

(034) われらがエルズィジャンの峡谷を越えたところで

(035) ラピーゥ第1月の 9B 

(036) 水曜日、ウズン=ハサン=ベグは

(037) われらに対し直進して来た。[そこで]われらもまた

(038) 彼に対抗して (TYZ?)前階戦(oyunbermak) 

(039) のため遊撃奇襲兵団(aqmcll}alaYlq)から何名かの

(040) 者を偵察隊のごとくに仕立て(qara'ulyOSUfl1 dak) 

(041) 前方へと送り込んだ。その遊撃奇襲

(042) 兵らは、かの[敵軍の]黒々とした様(qaraSl)を見るや逃げ出して

(043) われらのもとに戻って来た。[こちら側の]幾人かをそのB、

(044) われらのもとから彼らは奪った。それから

(045) われらは移動してバイブルト Bay-burdへ向かつて進軍した。

(046) 彼[ウズン=ハサン]の考えはこうで、あったようだ;[オスマン軍は]

退却し、

(047) ルームへ行くのだな、と。[ウズン=ハサンは]各戦隊(alaylar)を整

えて、

(048) 大本隊(ulug吉01)ではみずからの前方なる前衛(manglay)に

(049) パユンドゥル=タヴァチ=ベグBayundurTavacl Begが彼の軍旗と

陣太鼓san}a立1na訴raSl

(050) を伴い、アリー=ミールザ~ 'AI1 Mirzaが彼の軍旗と陣太鼓

(051) を伴い、シャー=アリー=プールナーク=ベグおh‘AI1Purnak Begが

(052) 彼の軍旗と陣太鼓を伴い、イブラーヒーム=シャー=

(053) ベグIbrahimSah Begが彼の軍旗と隊太鼓を伴い、ガーヴル=

(054) イスハーク GavurIshaqが彼の軍旗と陣太鼓を伴い[前衛に配され

た]0 [ウズン=ハサン]自身の

(055) 特別箪旗印assasan}a立lan)のある中核軍(tup)には

(056) アク・コユン Aq-qoyunの、戦闘向きの

(057) 若党(yigitlar)ばかりを集めており、

(058) 右翼戦隊(baranggaralaYl)には彼の息子の一人
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(059) ザイナル=ミールザー ZaynalMirzaが、彼の軍旗と軍楽隊ヤbl-

!Jana) 

(060) を伴い、カラマン国のピーlレごアフマド QaramanluPir Ahmadが

(061) 彼の軍旗と陣太鼓を伴い、マフマートごベグが

(062) 彼の軍旗と陣太鼓を伴い、スレイマーンヱベグ SulaymanBegが

(063) 彼の軍旗と陣太鼓を伴い、シャイフ=アリー=

(064) ムフルダール Say!J‘AliMuhrdarが彼の軍旗と陣太鼓を伴い、

(065) アリー=パシャの子ヴアリー=ベグ ValiBeg-i‘Al1 P話泊が彼の軍

旗と陣太鼓

(066) を伴い[右翼に配された]。左翼戦隊(jung立aralaYl)には

(067) 彼の息子の一人ウグルル=ムハンマド=ベグU立urluMuhammad Beg 

が彼の軍旗と軍楽隊

(068) を伴い、サーヒブ=キラーン=テムル=ベグ戸ちib-qiranTemur Beg 

(069) の子孫たちからムハンマデイー=パーキル=ミールザー Muhammadi

Baqir Mirza、

(070) ザイナル=ミールザー ZaynalMirza、ムザッフアル=ミールザー

Muzaffar Mirzaが

(071) 彼らの轟(t目立)と陣太鼓とともに、ハサン=アガHasanA白

(072) ミーラ=ハージー=ベグ MilaHajji Begの子 が彼の軍旗・陣

太鼓

(073) とともに、 ドルガダル Qu'H:adarのベグたちからはルスタムヱ

(074) ベグ RustamB句、サルマーンごベグSalmanBeg、シャー=ムハン

マド=ベグ SahMuhammad Beg 

(075) を頭とする者らが大軍とともに[左翼に配された]。

(076) ラピーゥ第 1月の16日

(077) 水曜日に[ウズンェハサンは]戦闘を交えんとして

(078) パシュケント Bas-kentという地で、われらに

(079) 真正面からやって来た。それならばとわれらも

(080) アッラー 歪高なるーの恩寵に

(081) すがり、名士(aran)
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(082) たちの大志(himmat)によりて、

(083) 大本隊(ulu立主01)では、前衛にダーウド=ベグ Da'udBegが

(084) アナトリアの民兵Anadohhalqlとともに[居り]、マフムード=

(085) パシャ=ベグ MahmudP員長ahBeg率いる者らを[前衛として]正面に

(086) われらは差し向けた。われらみずからも福運(davlat)と

(087) 幸運(sa'adat)もてイェニ・チェリ兵(yanglcarig adaml) 

(088) をわれらの前方に配置して進軍した。

(089) 右翼戦隊(baranggaralaYl)を、わが息子

(090) パーヤズィード=スルターン BayazidSu1tanに率いらせ、

(091) ミンカル Mingqalの息子アリー=ベグ‘AliBegと、ムハンマド=パ

シャ MuhammadPasah、

(092) マンスール=ベグ MansurBegを加えて、[敵方の]ウグルル=

(093) ムハンマド=ベグに対峠すべく、[右翼軍を]われらは送り込んだ。

(094) 左翼戦隊(junggaralaYl)を、わが息子ムスタファー=

(095) スルターン MustafaSultanに率いらぜ、イスカンダル=ベグIskan-

dar B巴g

(096) を頭とする者たちを加え、[敵方]ハサン=ベグの

(097) 年少の息子ザイナル=ミールザーとピール=アフマド=

(098) カラマンル率いる者たちと対峠すべく、[左翼軍を]

(099) われらは送り込んだ。本営(uru立)にはアルヴァン=ベグAlvanBeg 

の息子

(100) スイナーン=ベグSinanBeg、アリ}ヤ=ベグ‘AliyaB巴gの息子ホ

スロー=

(101) ベグ HusruB昭、ハミード国 Hamid剖1のベグであるマスイーフ=

(102) ベグ MasihBeg、ヤンヤー・サンジャク Yanyasanja立1のベグであ

るスィナーン=ベグ SinanBeg 

(103) をはじめとする者たちを配置した。この間に

(104) ハサン=ベグが接近して来た。そこでわれらの

(105) 前衛のベグたちであるダーウド=ベグ、

(106) アナトリアの民兵、マフムード=パシャ(=ベグ)
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(107) 率いる者たちが進箪して、彼[ウズン=ハサン]の前衛の

(108) ベグたちのところへ到達した。二

(109) 三度ハサン=ベグの前衛の

(110) ベグたちは、この者ら[オスマン軍の前衛]をこちら側へと追い戻

したが

(111) またこの者らも、彼[ウズン=ハサン]の前衛のベグたち

(112) を向うへと追い返し、その軍旗のところへと追い

(113) 込んだ。この間われらは

(114) アッラー 至高なるーの思寵のもとに

(115) 名士たち(eranlar)の大志によりて

(116) 1___ ____ _________ ____ ___ ___ __________J谷聞から[体勢を]整えて

(117) 脱け出した。ハサン=ベグはわれらの大本

(118) 隊(ulu立主01alaYl)を見るやいなや、踏み留まり切れず

(119) 投げ出して逃亡した。ボイ[集団]自体にいたベグ

(120) たちのうちイスパンド=パルヴァーナ(チ)=カーデイー Ispand

Parvana (el) Q訟I

(121) の息子アリーごベグ‘AI1Beg、カーディー=ムハンマディーコシュラ

イヒー QaiiMuhammadi Surayhi、

(122) ピール=カラ=ベグ PirQara Beg、ダーラー Daraの子ウンマトコ

(123) ベグ UmmatBeg、クズル=アフマド QlzIlAhmad、テイレク=スイ

ナーン TirakSinan 

(124) の子アラム=ベグ‘AlamBeg、アミール=ベグ AmirBegの兄弟の

(125) ヌール=アリー=ベグ Nur・'AliBeg、ケマーフ Kam坊のベグのス

ヴアール=

(126) ベグ Suv品rBegが[捕えられ]、またハサン=ベグの番直

(127) 近侍(? ) (qur adam)である食卓係長ir泌iや厨房係 tus(i)mal

(128) たちのうちから、[また]親衛のアク・コユンのベグ(頃ssaAq 

qoyun beg) 

(129) たちゃ若党たちのうちからおよそ 1干名ほどの

(130) 者が捕えられた。彼らの軍旗、軍楽
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(131) 隊員たち、トランペット吹き(bor立UC1)、スルナーイ吹き(surnaYC1)、

ラッパ吹き(nafir(己i)) 

(132) たち全てを捕えた。われらの

(133) 右翼にては、パーヤズィード=スルターン、ミンカル(またはミー

ハール)

(134) の息子アリ一二ベグが、ウグルル=ムハンマドを打破して、彼の

(135) 戦隊にいたベグたちのうちテムルヱ

(136) ベグ、の諸子孫ムハンマデイ一二パーキルヱミールザ一、

(137) ザイナル二ミールザ一、ムザッファル=ミールザーを

(138) 彼らの箪旗、箪楽隊員らとともに捕えて

(139) 帰還した。ハサン=アガ一一ミーラ=

(140) ハージー=ベグの子一一の諜(tug)、軍旗、陣太鼓

(141) を奪って帰還した。ドルガダルの

(142) ベグたちからはシャー=ムハンマド=ベグ

(143) 率いる者たち、チャガタイ Ca立atayのベグたちからは

(144) ユースフ=ホージャ=ベグYiisufHvaja Begの息子パパ=ハージー=

(145) ベグBabaHajji Beg-" 

左翼ではわが息子ムスタファー=

(146) スルターンがイスカンダル=ベグ麿下の者たちとともに

(147) 進箪して、ハサン=ベグの年少の息子の

(148) ザイナル=ミールザーを撃破し、彼の首を制ねて

(149) カラマン国のピール=アフマド[寧]から百名を

(150) 捕え、[また]大ベグ (ulugbeg)らのうちアルパウト[部]

Alpavut/ Alfa'utの

(151) ピール=ムハンマド=ベグPirMuhammad Beg、チェキルル[部]

Cakirlii/Jagirliiのウマル=ベグ‘UmarBeg 

(152) 率いる大勢の者を捕えて来た。

(153) その日は夕刻までに(al}sam去at巴ganc)、戦場(yaZl)での死者

(154) を別にしても、 4干の首を例ねて

(155) 戻って来た。 3千7百人を
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(156) 生け捕りにして(diritutup)帰還した。われらはまた[捕虜となった]

(157) 群衆(qahnadam) の裁定を行なった (ta~qïq q!lduq) 0 その結果

(158) アク・コユン勢Aq-qoyungalq (J)およびカラマン勢Qaramangalq (1) 

(159) から[オスマン軍の手に]落ちた者は虐殺し(q1qi;unaylap) 

(160) 処刑した(yasaq-qat品gurd白k)。 カラ・コユン

(161) ルグ Qara-qoyun-lugとチャガタイ勢には温情を施し

(162) われらは殺さなかった。[そして彼らを]捕虜として連行して

(163) 来た。戦場での死者の勘定では

(164) 極めて多数の者が死んだ。その後、

(165) われらはバイブルト城塞へと進んだ。 i

(166) i"Jうー 至高なる の思寵によりそれ[バイブルト]をもわれらは奪取し

(167) 

(168) 

(169) 

(170) 

(171) 

(172)天*

(173) 

(174) 

(175) 

(176) 

(177) 

(178) 

(179) 

(180) 

(181) 

(182) 

(183) 

(184) 

191 

た。

[バイブルトの]村々と城を kantkantlarini hisanmことごとく

火をつけて破壊した。しかしムスリムたち(musulmanlar) 

の婦女・少年・幼な児(hatun0立ulu主将)に対しては危害を及ぼさ

なかった。そののちラピーゥ第1

月の29日(固では '9日J)水曜
かみ

Bに[そこから]移動してカラヒサール Qara-hisarの上へと

われらはやって来た。*の恩寵により

砲(toplar)を整えて要塞(qal'a)の

城壁・1青塀(div剖 safil-lar)を壊し始めるやいなや
中にいたララ=シャイヒー LalaSaygiやダーラー=ベグDaraBegが

身の安全を請おうと出城し、マフムーディーヱパシャ=

ベグに嘆願した。マフムーディーこ

パシャ=ベグは彼らを捕え、[メフメト E世への]取りなしを

求めに来た。そこでわれらは彼らの罪

を古史した。カラヒサールの

古くからの住民(ra'iyat al)を城から追い出すことはせず

1千名[にのぼる者]までわれらの配下自体

から[供出し]、大量の貯えとともに[彼らを]カラヒサールに

( 148) 
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(185) われらは留め置いた。[そして]爾余の兵卒たちを

われらは移動せしめ連れ帰ったのである。(186)ー*

(187)一

(188) 

今や*の恩寵により冬を過ごすべくイスタンブル Istambul

へとわれらは帰還したのである o かの地[イスタンブル]の書記

(yazujl)たち

(189) 収税吏(‘amald訂)たち、船員 (kema己i)，会計官(tahvlldar)たち各

(190) 人がみずからの職務につき掌握して精勤し

(191) 役所の職務(divanisi)を怠ることなきようにせよ (osalqilmazunlar)。

(192) またさらに、地方地方ごとのカーディー

(193) たち、町町ごとの有力者たちは、各モスク

(194) の隆盛を維持し、五度の礼拝を

(195) 集団にてとり行ない、シャリーアの諸事を、[また]

(196)天 の命を遂行するようにせよ (barjay kaltursunlar)、

(197) とて[この]押印ある勅令(muhr-lu立yarhg)が発せられた。年月日

(t1ri¥})は

(198) 878年ヘピ

(199) 歳(yilanyil)ラピ}ウ第2月の

(200) 5日に、カラヒサールに

(201) 居る時に書かれた(bitildi)0 

[訳注記] 回…ウイグル文字テクスト 囚…アラピヤ文字テクスト

(038) TYZの語形・語義ともに確定できなかった。とりあえずは訳文のよう

に解しておく。 Aratは語葉集で tizに tuzak/guet-apens ，.民・策略;

待伏せ」の訳語を挙げているo

(070) テクストからも判る通り、アク・コユンル陣営にはザイナルこミールザ

ーが二入居り、 (070)と(137)のザイナル=ミールザーはテムル(ティム

ール)家の者、 (059)，(097)， (148)のアク・コユンル右翼軍のザイナル=

ミールザーはウズンコハサンの息子で、この戦いにて戦死し、首を制ね

られた。
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(071) (072)， (139) (140) この 2箇所に出てくる人物の読み方不明。‘hasan

agayl mila l?iij]I beg'のylを一応エザーフェと見ておく O

(119) Aratはboyの語を yan/coteと解し「自らの側にいた…」のように訳

している [Arat(A) 304， (B) 47]。戦闘時における側近中の側近で君主

の最も近くにいる者たちとしての boyについてのパーブルによる説明

も参考になる (8)またこの boyは、アク・コユンル朝史料その他に見え

るboynokar一一各部族から集募した子弟からなる君主の側近集団と

考えられる とも関連するものであろう (9) 

(126) (127) qur/qor adam : Aratは、 qurと読み silah/arme r武器」と解して

いるが、典拠が示されていなし、o qOIもの qorr箭筒・矢筒」と関連あ

るものか。 qurには、「帯、ベルト;地位、身分;順番・番直;見張り」

等々の意味があるが、ここでののlr/qorは不明とせざるを得ない。あ

るいは凶勾「番Jの用例を合わせて想起すべきか(10)

(127) tus (i) malは(012)とここ (127)に見える。 (012)ではオスマン朝メフメ

トE世からの呼ひ、掛けの対象のーっとして、 kadもudiir首長、村長、

地方有力者」と並んで rtus(i)m品!と kad-l}udiiJと見えており、一応 r(地

方)警察、監察官」‘PollzdinspmtOIJ(11)と解しておいたが、(127)ではア

ク・コユンル朝側の tus(i)malであり、ウズン=ハサンの真近に仕えて身

辺の用にあたる者として、 sIraciと並び記されているため「厨房係」

'Kuchenchef' (11)と解して (012)のtus(i)malと訳し分けた。なお訂ra己iは

「食卓係、配膳方」としたが、サフアヴイ一朝後期のシャルダンの報

告の如く、君主用のワインなどの飲料の保管調達係とも考えられる(12)

(145) 文意からして begの次に明らかに欠文があると思われる O

(171) 回には yigirmiの語を欠き r9日」となるが、固に基づき r29日」と

すべきである。

(190) 回S'D2(P?)YT，囚必凶(?)ともに語形・意義の確定できず。 Aratも言

189 

うようにウイグル文字から考えられる語は sadldr正確な」、アラピヤ

文字から似た形の語を推測するなら、士通bitr保持、管理、掌握」、

tabit r確固たる、不変の、安定、強イヒ」、 sa'ibr正確な、間違いのない」

といったところか。いずれで、あっても文脈には沿うようであるが。
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本稿の主たる目的は、 1473年8月のパシュケントの戦いを記すウイグル文字

ーアラピヤ文字併用文書であるメフメト E世の「ヤルリグJyarlt立をひとまず

日本語訳して呈示することにあり、また本文書の言語面に関しては既にArat

自身の手でかなり詳しい考察もなされているため、ここで、は最小限気づ、いた点

のみ書きとめてみたい。

* 
まず一読ただちに気がつくのは、文体が素朴と言ってよい程までに極めて簡

潔でシンプルなこと。人物の名前もストレートに出され過度な修飾語を伴わな

い。同時代のペルシア語による文書・年代記等が華美で仰々しい修飾匂や形容

辞に満ち満ちて、ある行為を表現するにも徒らに梅渋を以てするとさえ見える

のとは著しく好対照であるO まさに本来のテュルク語らしさを発揮していると

いうべきか。事実、使用されている語葉もテュルク語のものが殆んどであり、

人名や官職名を除くとアラピヤ語・ペルシア語起源の語は板くわずかである。

次に、書かれている内容とその描写が実に具体的であることも大きな特徴で

ある。ただ、その具体的に記された本文書の語る内容とは何なのか、すなわち

この文書はそもそも何のために書かれたのかが開題となってくる。そこで想起

されるのは、この文書が発表者Aratによって「ヤルリグ」と呼ばれている点で

ある。これは別段不正確な認識で、は決してなく、事実(197)行自に「押印ある

ヤルリグ」と明記されていることに基づくもので、あって、 Aratが論文のタイ

トルにもこの語を用いたのはゆえなきことではない。

ところで一般にヤルリグと言えば、君主の命令すなわち勅令・詔勅などと解

されているものである。ではこの文書のどこに命令らしき内容があるのか。内

容は誰が読んでも、要するにメフメト E世率いるオスマン勢が敵に勝利して多

くの捕虜とともに意気揚々とイスタンブjレに帰還した、というに尽きる。命令

らしき文言としては、最後に近い(188)一(196)行のあたりがそう読みとれない

こともないが、ここが本文書の眼目であるとは到底言えまい。内容から見て、

周辺の国々に対して発せられる戦捷宣言書たるファトフナーメ fathnamaない

しザファルナーメ zafarnamaと性格づけるのが自然であろう o Arat自身も、

のちに『クタドグ・ピリク~ Qutadgu Bil包のローマ字校訂本を出版した折に、

その解説でこの文書に言及し、勝利を各国に宣言するに際し、中央アジア方面
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へ向けての zafarnamaとしてウイグル文字一アラピヤ文字を用いたこのヤルリ

グが書かれたのであろう、と考えている了)

この文書の例からもわかるように、ヤルリグを必ずしも何かを誰かに命令し

たものとか、免除特権等の付与を許可したものなどと解する必要はなく、君主
のの

により宣り告られたことなら何であれヤルリグとなりうるものと考えた方がよ

いのではなかろうか。さらに言えばこの文書を性格づけて呼ぶに際には、末尾

近くの「ヤルリグ」の語とは別に、冒頭(003)行目に見える品zumrわがことば」

にも注目すべきであり、この条件を満たす文書群を rsozumiz文書」もしくは

rsozum文書」と規定することも古文書学的見地からして意味あることと考え、

ひとまずここに提唱しておきたいア)もとよりこの分類は各文書の内容に基づ

いてのものではなく、あくまで官頭に発令者の名に続き sozumizrわれらがこ

とば」ないし sozumrわがことば」の語があるかどうかに基づく文書形式面か

らのそれである。発令者の違いにより iarliYr聖旨J(テュルク語 yarh立)と uge

「ことばJ(テュルク語 soz)を使い分けるモンゴル時代のモンゴル語公文書とは

異なり、テュルク語公文書の世界ではyarhgとsozの聞に厳密な境界線は引き
のの

難く、君主ないしそれに準ずる者の口頭での「宣り・告り」そのものが本来の

soz rことば」であったわけで、 yarh立もその点は変わりない。この文書の用例

にもとづき敢えて両者を区別するなら、 sozは上のようなものであるに対し、

yarhgは「押印あるヤルリグ、Jmuhr(-lu立)yarh立という表現から推して、ここ

では sozを書きとめた文書そのものを指しているごとくに思われる。いずれに

せよ、ここに言う rsozumiz文書」ないし rsozum文書」は、その内容いかん

一一命令か宣言か、また任命か特権付与かーーを問うものでないことを確認し

ておきたい。

* * 
次に本文書がウイグル文字で記されていることについて。その理由として、

本文書が中央アジア方面へ向けての戦捷通告書であるがため、とする上記の

Aratの考えも一応の参考にはなるが、そのことのみではこの問題に対し十分

な説明を与えたことにはならぬであろう O さりとて今、成案を得ているわけで

はなく、確実なところは不明というほかないが、ここで文化史的背景からある

程度の推測を加えておくこともあながち無駄ではなかろう。
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さてイスラム世界・イスラム諸国におけるウイグル文字文献の中に本文書は

どう位置づけられるであろうか。幸い、こうした問題を考えるにあたり有用で

かつ包括的でもある研究がトルコの OsmanF. Sertkayaによってなされており、

ウイク事ル文字表記の各作品・文書につき簡潔ながらも必要にしてかなり十分な

情報が得られるア)この Sertkaya論文は、ウイグル文字文献を国家ないし政権

ごとに区分した上でーーということは地域別の観点をも含んだ分類でもある

一一、それらの書写年代・場所、使用文字・言語等のデータを盛り込んだ表を

も掲げており、大いに便宜を与えてくれる。ただ、こうした Sertkayaの王朝

ごと・地域ごとの区分とは別の観点からそれらを分類し対比することも可能で

あろう。そこで今、「ウイグル文字を用い、テュルク語で書かれた sozum文書」

という分類範轄を立てるなら、そこには以下のものが該当することになるア)

(1) ジョチ・ウルス トリ歳A.H.795年Rajab月8日
Toqtamls sozum [1393年]

(altun nisan-hg yarhg) 

(2 ) ジョチ・ウルス トラ歳A.H.800年Sa・ban月6日
Temur Qutlug sozum [1398年]

(altun凶san-hgal tamga-hg yarhg) 

(3 ) テムル朝 ウシ歳A.H.825年Muharram月22日
Sahru与Ba立adursozum [1422年]

(nisan 

(4 ) テムル朝 ネズミ歳Rabi‘日l-avval月22日
Sultan Abu Sa'id Kuragan sozum [1468年]

(5 ) テムル朝 ウシ歳Savval月28日
Sultan 'Umar Say与Bagadursozum [1469年]

(muhr-lug nin [nisan]) 

(6 ) オスマン朝 ヘピ歳A.H.878年Rabi'al-ahir月5日
Sultan Muhammad Han sozum [1473年]

(muhr[ーlug]yarhg) 

上記6点のうちウイグル文字のみで記された(1)トクタミシュ、(3 )シャー

=ルフ、および詳しいデータは不明ながら少なくともウイグ、ル文字使用だけは

確認できる(5 )ウマル=シャイフの 3点を除いた残りの(2 )テムル=クトルグ、

( 4)アブー=サイード、(6 )メフメト E世の三文書が、上段ウイグル文字一下
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段アラピヤ文字のスタイルをとるものである。この三者に共通するのは、あく

までウイグル文字が主でその下にアラピヤ文字を付したものと見られる点で、

その逆では決してないことである O これら三者のうちでは、(2 )のテムル二ク

トルグ文書と本稿でとり上け、た(6 )のメフメト E世文書のウイグル文字は両者

よく似ており[図版参照]、殊に lamed-D(本稿での Dl字)、およびフックを右

上に長く伸ばした L字(hookedresh)は酷似している。これに対し(4)アブー

=サイード文書のウイグル文字は、これら二者(2)(6)のそれとは明らかに異

なる字体である o (2)と(6 )については、発令主体がそれぞれジョチ・ウルス、

オスマン朝と異なり、また発令の年次・場所ともに大いに隔りがあるため、両

者の一見した字体の類似性は偶然によるものとの説明以外つけ難いように思わ

れよう。しかしこの三文書とも本文中にそれぞれニシャンとタムガ(テムル=ク

トルグ文書)、あるいはムフル「印璽J(メフメト E世文書)があるべきことを記

しておりながら、事実はそれらを両文書とも欠いているため、どちらもオリジ

ナルの原文書ではない、あるいは実効力をもっ文書としては機能しなかったと

考えられている O さらにこの(2)テムル=クトルグ文書はイスタンブルにて発

見されたもので、人を介して当時オーストリアの外交官としてイスタンブルに

いた Hammer-Prugstallの手に渡り、それからウィーンに送られ現在に至って

いるという事実(げ)もこの文書の素姓来歴を知る上で見逃せない。この経緯は

のちに述べるウイグル文字の『クタドグ・ピリクJ写本の場合と全く同様であ

るが、それはともかく今日眼にするテムル=クトルグの文書は、その原文書な

いしそれに準ずるものをイスタンブルにて書き写したものである可能性も出て

くるわけで、そうなるとメフメト立世文書と書体が酷似している点も単なる偶

然と片づけてしまう前に今一度検討に価するものとなるのではあるまいか。

ところでイスラム世界に入ったウイグル文字が翻訳ものも含めイスラム的モ

ティーフをもっ作品を書き表わすまでになった例として、『クタドグ・ピリク』

のウィーン写本(この書の内容に対してはイスラム的モテイ}フという言い方

は必ずしも当たらないが)、 Fミイラージ・ナーメj Mi'raJ /1ama、Fタズキラト

ル・アウリヤーj TacJ.kirat al-Avli)よ『ムハッパト・ナーメj MlIlJabbat /1向/a、『ア

タバトル・ハカーイクj 'Atabat al-ljaqa'iq (Aratの云う A写本)などが知られ

るが、これらのウイグル文字写本の作成がテムル朝下のヘラート、ヤズド、サ
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マルカンドにおいて「パフシJbagslと呼ばれる者たちの手によってなされ、

しかもシャー=ルフの治世(1409-1447年)に集中しているという事実に注目す

べきであるア)現にシャーニルフみずからも前掲(3 )の、ウイグル文字による

sozum文書 内容から言うとソユルガル文書 を発令しており、その発生

の要因はさて措き「ウイグル文字ルネサンス」とも呼ぶべき文化情況がテムル

朝シャー=ルフの治世下に現出していたことは疑いないであろうア)

ウイグ、ル文書で、書かれた『クタドグ・ピリク』ウィーン写本に関して、もと

もとこの写本はA且 843年 (1439年)にシャー=ルフ治下のヘラートで書写され

たものであることが写本末尾の 2箇所の奥書き(後づけ)(20)から知られ、さら

に続いてそれとはやや異なる書体のウイグル文字を用いた文があり、そこには

こう書かれている。

年次は879年ヘピ歳に、この Fクタドグ・ピリク』なる書をアブドル=ラツ

ザ、ーク=シャイフザーデ=パフシのために (ucun)イスタンブルに、 トカト

からフェナーリー=オグル=カーズィー=アリーが書簡を送り将来せしめら

れたのである。祝福あれかし、福運来たれ、災厄去るべし(21)

やや意味のとりにくい文ではあるが、ヘラートにてウイグル文字を用いて書

写された Fクタドグ・ピリク』の写本は、ヘラートから、本文書にも見えるア

ナトリアのトカトの町へ、そしてトカトからイスタンブルへ、アブドル=ラツ

ザーク=シャイブザーデコパフシなる人物用に送られて来た。その後この写本は

18世紀末に至って当時イスタンフやルにいたHammer-Prugstallに書庖で見出さ

れ、ウィーンの宮廷図書館へと送られて現在に至る。さきに見たテムル=クト

ルグのsozum文書と全く同じ運命を、このウイグル文字写本も辿っているの

である O ところで上の記事においてヘピ歳と879年が一年ほどずれることは気

になるものの、 879年 (1474年5月一1475年5月)といえばまさしくパシュケン

トの戦いの査後にあたる。すなわちこの時までにヘラートからトカトにもたら

されていたと思われるウイグル文字『クタドグ・ピリク』写本は、 1473年8月

のパシュケントの戦い後ほどなくしてイスタンブルに送られた。パシュケント

の戦いと Fクタドグ・ピリク』写本の遍歴との聞には何かしらの因果関係があ

ったのかも知れない。また当時のイスタンブルに、ウイグル文字で書かれたも

のを引き寄せる何かが作用していたのだとすれば、その源はここに見えるアブ
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メフメト E世の「ヤルリグ」

ドル=ラッザーク=パフシその人で、あったかも知れない。 Aratは本文書を発表

した際にはその書写人に関して何もコメントしていないが、のちにこのアブド

ル之ラッザーク=パフシこそメフメト E世の「ヤルリグ」の書写人と想定するに

至り、 Se此 ayaもこの考えを承け容れているア)

さてこのアブドルニラッザーク=パフシなる人物の書写にかかることが確実と

思われる作品として、 Sertkayaはメフメト E世文書の他に 7点ほど挙げてい

るが(:3)それらが 1点を除いてみな上段ウイグル文字下段アラピヤ文字という、

本文書と同じ体裁をとっていることは注目されてよい。このうちファク・スィ

ミレもしくは写真版の形で自賭し得たのは、 Aratが出版した『アタバトル・ハ

カーイク』 とSe加芭er吋tka伺叫a句aya

トル.ハカ一イク』の B写本は、 A.H.884年I)iial.qa‘da月17日(1480. 1. 30. )に

イスタンブルでアブドルコラッザーク=パフシにより書写されたことがわかって

いる (25)またカスイーダとガザルは SertkayaによればTopkaplSarayl Aqivi， 

Bayezid II， 11980-B， 11980-C， 11980-Dの登録番号をもっ一連の写本で、この

うち 11980-Bと11980-Cが上段ウイグル文字一下段アラピヤ文字の体裁であ

る。 Sertkayaはこれらと「アタバトル・ハカーイク.!B写本との、一見して明

らかな字体の一致から、これらもまず間違いなくアブドルニラッザーク=パフシ

の手に成る筆写であると見ているケ)また 11980-B写本7行目、 tengriの語を

台頭させ、文中でこの tengriの語の位置を空けている点も、本稿で示した通

りメフメト E世文書の (173)(187)行と共通する注意さるべき特徴である;2%
なみにメフメト H世の「ヤルリグ」の登録番号は、さきに示した通り Topkapl

Sarayl Ar;;ivi， 11980-Aで、あって、上記のカスイーダとガザルの写本と一続き

のものであることは疑いない。

前に指摘したように、上段ウイグル文字一下段アラピヤ文字という様式に加

えて、これまでとり上げた写本のウイグル文字に共通する際立った特徴として

筆者が重視するのは lamed.Dの一方(本稿での DI字)と、右上方に長く伸びた

フックをもっL字(hookedresh)である。この点に注目すれば、上に訳した『ク

タドグ・ピリグ』ウィーン写本の最後部p.l89，11.15-18と、続く p.l90の詩も

また明らかに同じ特徴をもっウイグル文字であり、 Sertkayaもこれはアブド

ル=ラツザーク=パフシの筆にかかるものであることを強調しているケ)
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要するにこれまで挙げてきた諸写本・文書のウイグル文字に見てとれる共通

性の背後にはシャイフザーデニアブドルコラッザーク=パフシなる人物が浮かび

上がり、「ウイグル文字イスタンフツレ書体」なる呼称、が可能なら、それを生み

出したのは彼ーーもしくは彼をとり巻く少数のサークル で、あった可能性が

想定されるということであるア)

繰り返すが、現存する文書そのものに関する限り、本稿で紹介したオスマン

朝メフメト E世の sozum文書と 14世紀末発令のジョチ・ウルスのテムル=クト

ルグの sozum文書とは、発令者・発令年・発令地といったデータ面における

両者の懸隔ほどには互いに遠く無縁な存在ではないと考えられること、少なく

ともこのテムル=クトルグの文書も、今日眼にするものは15世紀後半のイスタ

ンブルでシャイブザーデ二アブドルこラッザーク=パフシの手により書写された

ものとする見方は今後検討されてもよいのではなかろうか。

以上、多分に推測を交えつつもメフメト H世の文書を当時の文化史の中に位

置づけようと試みたが、いずれにせよ本文書はイスラム世界におけるウイグル

文字使用例としてのみならず、広くウイグル文字の歴史から見ても最後期の例

に属すものであることは確かである。「アッラー」と「テングリ」の本文書にお

ける台頭位置関係、施金部分の問題など論ずべき点を多く残すが、この重要な

文書を写真版とともに提供してくれた Aratに感謝しつつ小稿を閉じたい。

i主

(1 ) この戦いに至る背景や原因、両陣営の交渉、戦闘の経過と結果については、

Woods， J.E.， Tlle Aqqll}' 1I 11111一 CI叫ん COI~作deratioll ， Empire， Revised and Expanded 

Edition， Salt Lake City 1999， pp.l13-123， 262-267に詳述されている。またこの戦

いに至るまでのウズン=ハサンの外交については次の専論が出た。及川秀和「オ

トゥルク・ベリの戦tこいたるウズン・ハサンの外交政策-15世紀後半のアク・コユ

ンル、オスマン朝関係J rイスラム世界~ 52， 1999， pp.20-39o 戦場については史

料によりいくつかの名前が知られるが、ここでは本稿で紹介する文書に見えるバ

シュケント Baskantを用いる o Woods， The Aqqll}'llIIllI， p.265， n.l40、及JI!rオト

ウルク・ベリ・・・Jp.35。

(2 ) 以下に翻訳して紹介する文書に記されている通り、ウズン=ハサン軍が瓦解し
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た時、数多くの者が捕虜となりその軍旗もオスマン朝側の手に落ちた。この時の

箪旗が現在トプカプサライ博物館に蔵されており、その写真は Uzunçm・~lh ， i且，

Allado/II Bel'/ik/eri l'e Akkol'l/ll/II， Karakol'lIll/1I Dev/etleri， 3. Baskt， Ankara 1984， 
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179 ( 160) 



メフメト E世の「ヤルリグJ

想像も今後の検討課題にはなるであろう o すなわち、オスマン朝ではあまり見ら

れぬ「パフシ」の呼称を持つ彼は、もともとテムル朝下でウイグル文字を能くす

る「パフシ」たちの一人であったことは十分考えられる。その彼が何らかの事情

によりテムル朝を離れ、遠く西方オスマン朝下のイスタンブルまでやってきたの

ではないか。そしてウイグル文字書写の伝統が極めて希薄なこの地にてヘラート

のウイグル文字『クタドク・ピリク』写本の将来を願い、また Sertkayaの言う

ようにみずからいくつかのウイグル文学作品をものした。こうした「遍歴」その

ものは珍しいことではなく、 15世紀の彼とほぼ同時期に、ウルグニベグのテムル

朝サマルカンドからへラートへ、次いでアク・コユンル朝ウズン=ハサンのもとに

赴き、さらにはオスマン朝メフメト E世のもとへと遍墜を重ねた学者アリーニク

シュチ(d.1474)は有名である。
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